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英語で言ってみよう！
オワタ

「オワタ」は、失敗して「終わった」「もうダメだ…」なんてときに使う言葉で

すね。こんなときは“screw”（ねじ）を使って、“I'm screwed.”「やっちゃった」

という表現がピッタリです。八方ふさがりで「やばい」という感じのニュアンス

にもなります。“I'm so screwed.”と言えば「めっちゃやばい」という感じです。

やばすぎて「もうどうでもよくなった」というときには、“I'm done!”“It's over!”

と言えば、「終わった」という気持ちを表せます。

エモい

「エモい」は、「懐かしさ」や「切なさ」のニュアンスを含みながら、「何とも

いえない感情」を表すときに使う言葉ですね。そもそも「エモい」の「エモ」は

“emotional”の略ですから、そのまま“emotional”（感情的）を使って表現で

きます。懐かしさを表したいのであれば、“emotional”を“nostalgic”（懐かし

い）に代えればいいのです。例えば、“This song makes me feel emotional.”「こ

の歌を聴くと感情的になる」“This song makes me feel nostalgic.”「この歌を聴

くと懐かしい気持ちになる」つまり、「この歌はエモい！」ということですね。

それな

「それな」は、「確かに」「だよね」「わかる～」というような、相手の言ったこ

とに対して同意、共感を表すときに使う言葉ですね。“That's right.”“That's true.”

は相手の言ったことに同意するときによく使う表現です。「それな」のニュアン

スにより近づけるのであれば、シンプルに“Right”“True”というと、よりく

だけた感じの表現になります。“Exactly”“Totally”というと、「まさにその通

りだよね！」という、より同意したニュアンスになります。例えば、“He is so

cool!”「彼かっこいい！」“Totally”「それな」という感じです。


